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４．参考（概要図） 

ヒトゲノムテーラーメード研究

これまで実施されてきたヒトゲノム・遺伝子治療、ファーマコゲノミクス等のゲノム関連の知見を活用し、日本
人に代表的な疾患（がん、認知症、生活習慣病等）について遺伝子レベルの個体差を踏まえた診断技術、治
療法（遺伝子診断技術、医薬品の有効性及び安全性の向上、遺伝子治療等）の実用化を図る研究である。

（これまでに得られた成果例）

事業概要

研究課題例 ヒトゲノムテーラーメード医療の実用化に関する研究

（継続課題）
○抗精神病薬と抗うつ薬のファーマコ
ジェネティックス

○ゲノム解析によるパーキンソン病遺伝
子同定と創薬・テーラーメード研究

○薬物誘発性肝障害患者のゲノム解析
と発症機構研究

○関節リウマチをモデルとした病型・病
態進行予測ツールおよび遺伝子検査シ
ステムの開発

○ゲノム医学を用いた骨粗鬆症ならび
に関連疾患の疾患遺伝子・分子標的解
明に基づく診断・治療法の開発

含 １５課題

【成果】 鎮痛薬感受性と関連する遺伝⼦多型の発⾒
鎮痛関連遺伝⼦の多型同定・選定 ： 39遺伝⼦に関して終了
ゲノムと表現型データの収集 ： 963例のデータ収集（⽬標1000例）

健常者の⿇薬感受性など貴重なデータ
遺伝⼦多型と鎮痛効果との関連

μオピオイド受容体、GIRK、POMC遺伝⼦の多型と鎮痛薬感受性
が関連

【課題】 遺伝⼦多型検査によるテーラーメイド疼痛治療法の開発

【課題】 慢性疾患としての糖尿病の病期に注⽬した病態の解析
と、新たな診断・治療法の探索

糖尿病の病態に最も重要な膵β細胞の動態の解明
・ マウスES細胞やカエル胚からの膵分化系、ブタ膵幹細胞候補の単離を世界
で初めて実現し、膵分化に関与する新規分⼦を多数同定。

⾮肥満糖尿病モデルSendaiラットの病態を世界で初めて解析。
また1500⼈を超える、ゲノム・⾎清・詳細な臨床情報を整理

【成果】 世界初の解析系の確⽴と多くの新規分⼦の同定。
有望な創薬スクリーニング系も構築。

 

 

 

ＳＮＰｓ等の計測・解析機器技術の
開発

DNA 
Chip

診断や薬剤反応性予測に
役立つDNAチップ、プロテ
インチップ等の開発

個人差に応じた最適
な処方の実現

原因となるSNPs・ﾏｲｸﾛｻﾃﾗｲﾄ等
の探索や解析方法・ﾂｰﾙの開発

診療所・病院における
投薬前検査・診断

安価で簡便な

解析システムの
開発

他省庁との連携により
既存のデータ・要素
技術を最大限活用

○薬物治療における

・投薬量調節 ・代替薬
への変更

○治験における

・有害事象の未然防止
等

医薬品の投与

薬効発現に個人差

副作用発現に個人差

ＳＮＰｓ等の遺伝子発現データの探索・解析

ヒトゲノムテーラーメイド研究の成果に基づいた革新的な
解析技術や新薬の創出による国際競争力強化

ヒトゲノム解析、
解析技術

ヒトゲノム成果
の応用研究

応用の方向性

○疾患関連遺伝子を利用
した診断、治療技術

○疾患関連遺伝子をター
ゲットにした創薬

○薬効関連の遺伝子の利
用（代謝、トランス
ポーター）による有効
性、安全性の向上

新薬シーズの創出

期待される成果現 状

 


